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 今月は昨年の１２月号に続いて、手賀沼通信ブ

ログから、プロ野球の歴史シリーズをまとめまし

た。 

  

 

手賀沼通信ブログ抜粋－プロ野球の歴史シリーズ 

その２ 

 

プロ野球の歴史－６ ２リーグ時代初期の３

人の大投手（ＮＯ．１８７３）（２０２５年１

月９日） 

 

歴史上、数多くの大投手が生まれています。こ

こでは２リーグ時代初期のころに活躍した３人の

大投手を取り上げます。 

 金田正一投手、稲尾和久投手、杉下茂投手です。

同時期にはほかにも大投手と言われた選手がいま

したが、この３人は私の印象に強く残っていると

いう理由で取り上げました。 

金田正一 

通算４００勝を挙げた唯一の投手です。 

 １９３３年生まれ、１９５０年に享栄商業を中

退して１７歳で国鉄（現ヤクルト）スワローズに

入団しました。１９６５年に巨人に移籍、１９６

９年に引退しています。 

 ４００勝のほかに、１４年連続２０勝以上、奪

三振通算４４９０個、最多奪三振１０回、６４イ

ニング１／３の連続イニング無失点、沢村賞連続

３回などの日本記録を持っています。ノーヒッ

ト・ノーランを史上最年少の１８歳で達成、完全

試合も成し遂げています。２００勝には史上最年

少の２４歳で達成しました。 

 １９５８年には巨人に入団した新人の長嶋茂雄

と初対戦し、４打席連続三振に打ち取りました。 

 １９６５年には巨人に移籍、全盛期を過ぎてい

たので、引退する１９６９年までに４７勝しか挙

げられませんでした。 

 しかし金田の存在が巨人選手の意識改革に大い 

 

に役立ちました。今でも覚えているのは、スプリ

ングキャンプに自分で持ち込んだ食材で「金田な 

べ」を作り選手に食べさせて、野球に適した体力

づくりを図ったことです。当時はコレステロール

などという言葉はあまり知られていませんでした

が、金田投手はそれをみんなに意識させていたよ

うです。 

 引退後、２００勝以上の投手と２０００本安打

以上の野手が入会できる「名球会」を作り、初代

会長を務めました。 

稲尾和久 

１９５８年の日本シリーズで西鉄ライオンズが

巨人に３連敗した後４連勝した時の活躍で世間の

注目を浴びました。稲尾投手は４連投で４連勝し、

「神様、仏様、稲尾様」と言われました。 

 １９３７年生まれ、大分県立別府緑が丘高校と

いう野球では名の知られていない高校から１９５

６年に西鉄ライオンズに入団しました。１９６９

年に引退するまで、ライオンズ一筋でした。 

 １９６１年には年間４２勝を挙げました。この

記録はスタルヒンと年間最多タイ記録となってい

ます。 

 通算では２７６勝を挙げています。ＭＶＰ２回、

８年連続２０勝以上、日本シリーズ最多通算１１

勝のタイ記録なども残しています。 

杉下茂 

「フォークボールの神様」と言われた投手です。

プロ野球が生まれたころは、投手の投げる球はス

トレートとカーブとドロップ（タテに落ちるカー

ブ）でした。巨人の藤本英雄がスライダーを持ち

込みましたが、フォークを投げ始めたのが杉下茂

でした。 

 １９２５年生まれ、明治大学旧専門部を卒業し、

１９４９年に２リーグ誕生前の中日ドラゴンズに

入団しました。１９６０年まで中日で活躍し、１

９６１年毎日大映オリオンズに移籍してその年引

退しています。通算２１５勝、沢村賞３回、ＭＶ

Ｐ１回、最多勝と最多奪三振を各２回とっていま
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す。 

 杉下投手のフォークは今のナックルボールに近

い球で、キャッチャーがとるのも苦労したようで

す。今の投手はフォークを多投しますが、杉下投

手はフォークを神様用のボールとして１試合に５

～６球しか投げなかったようです。それでも打者

はいつ来るかわからず苦労したようです。 

 

プロ野球の歴史－７ 初期の５人の強打者

（ＮＯ．１８７４）（２０２５年１月１５日） 

 

 プロ野球２リーグ誕生の前後に活躍した５人の

強打者です。５人に絞ったのはあくまで私の独断

です。お許しください。年齢順に並べてみます。 

藤村冨美男 

 １９１６年生まれ、呉港中学卒業、１９３６年

から１９５８年まで戦争を挟んで通算１７年、大

阪タイガース一筋で活躍しました。 

 初代「ミスタータイガース」としてダイナマイ

ト打線の不動の４番打者でした。普通のバットよ

り８センチ長い通称「物干し竿」を駆使したこと

で有名です。闘志むき出しのプレースタイルで「阿

修羅の藤村」とも言われました。 

・首位打者 １回 通算打率 ３割ちょうど 

・ホームラン王 ２回 生涯 ２２４本 

・打点王 ５回 

・ＭＶＰ１回  

 入団当初８年間は二刀流で投手として３４勝を

挙げています。 

川上哲治 

 １９２０年生まれ、熊本工業では投手として甲

子園で２度準優勝しています。１９３８年東京巨

人軍入団、プロ入り後打者に転向、１９５８年ま

で通算１８年ジャイアンツ一筋で活躍  

・首位打者 ５回 通算打率 ３割１分３厘（歴

代２位） 

・ホームラン王 ２回 生涯 １８１本 

・打点王３回  

・ＭＶＰ ３回  

 ２０００本安打を達成したのは川上選手が初め

て、通算２３５１本の安打を放っています。 

大下弘 

 １９２２年生まれ、明治大学卒業、１９４６年

から１９５９年まで、東急セネタースで６年と西

鉄ライオンズで８年、通算１４年活躍しました。 

 「青バットの大下」「ポンちゃん」と言われ、ハ

ンサムだったため女性に人気のある選手でした。 

・首位打者 ３回 

・ホームラン王 ３回 生涯２０１本 

・ＭＶＰ１回 

青田昇 

 滝川中学中退、１９４２年から１９５９年まで

通算１６年、ジャイアンツ、阪急ブレーブス、大

洋ホエールスで活躍しました。 

 プレースタイルと奔放な言動で、通称「ジャジ

ャ馬」と言われました。 

・首位打者 １回 通算 ２割７分８厘 

・ホームラン王 ５回 生涯 ２６５本 

・打点王 ２回  

中西太 

 １９３３年生まれ、高松第一高校卒業、１９５

２年から１９６９年まで通算１８年ライオンズ一

筋でした。上記の４人が戦前や１リーグ時代の入

団ですが、中西選手は２リーグ誕生後の入団です。 

 通称「怪童」と呼ばれました。 

・首位打者 ２回 通算 ３割７厘 

・ホームラン王 ５回 生涯 ２４４本 

・打点王 ３回 

・ＭＶＰ １回 

 現役引退後９球団の監督やコーチを務め、多く

の名選手を育てた「名伯楽」として有名です。 

 

プロ野球の歴史－８ 長嶋と王（ＮＯ．１８

７９）（２０２５年２月１２日） 

 

 今回は文化勲章の長嶋茂雄選手と国民栄誉賞の

第１号の王貞治選手の登場です。 

 長嶋選手は１９３６年生まれ、王選手は１９４

０年生まれ、私は１９３７年生まれですので、両

選手は兄と弟のような年齢です。同世代に生まれ

た幸せを感じながら両選手の活躍を見てきました。 

 まずは両選手の主な成績を見てみましょう。 

       長嶋茂雄  王貞治 

・出身校  立教大学  早稲田実業 

・巨人入団 １９５８年 １９５９年 

・引退   １９７４年 １９８０年 

・現役年   １７年   ２２年 

・通算打率  .３０５  .３０１ 

・通算安打 ２４７１本 ２７８６本 

・首位打者   ６回   ５回 
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・通算本塁打 ４４４本 ８６８本 

・本塁打王   ２回  １５回 

・通算打点 １５２２点 ２１７０点 

・打点王    ５回  １３回 

・ＭＶＰ    ５回   ９回 

・リーグ優勝 １３回  １４回 

・日本一   １１回  １１回 

 長嶋選手は常に観客を喜ばせることを心がけて

いました。大一番になると大活躍です。打ってほ

しいと思う時に打ちました。 

 王選手が日本シリーズＭＶＰ１回に対し、長嶋

選手は４回受賞しています。開幕試合本塁打１０

本や公式戦・オールスター・日本シリーズ全てで

通算打率３割以上や皇室観戦試合の打率.５１４

と本塁打７本などは史上唯一の記録となっていま

す。 

 見せる守備や派手な空振りなどでも観衆を沸か

せました。 

 私が忘れられない場面を３つ選ぶとすれば、巨

人に入団した年の開幕戦で国鉄の金田正一投手に

４連続三振したこと、入団２年目の天皇陛下と皇

后陛下の天覧試合で阪神の村山実投手からサヨナ

ラホームランを打ったこと、１９７４年の引退試

合の後のスピーチで「我が巨人軍は永久に不滅で

す」と言ったことです。 

 王選手はホームラン８６８本の世界記録で「世

界の王」になりました。セリーグ初の三冠王を含

めて２回の三冠王を取りました。通算四球２３９

０個、通算敬遠四球４２７という史上最高記録も

残しています。 

 王選手の忘れられない３つの場面は次の場面で

す。打撃不振で悩んでいた時、荒川コーチの指導

の下、天井からつるした紙をバット代わりの日本

刀で切るという練習です。ここから一本足打法が

生まれました。 

 ２つ目は１９７１年の日本シリーズ第３戦で阪

急の山田久志に完ぺきに抑えられ敗戦寸前だった

試合を王選手の逆転サヨナラホームランで勝った

場面です。 

 ３つ目は１９７７年９月３日ヤクルト戦でハン

ク・アーロンの当時の世界記録を破る通算７５６

本のホームラン記録を打った場面です。私は当時

仙台勤務で、仙台の自宅で家族４人でテレビを見

ていました。試合の後、王選手の両親がグラウン

ドに招待されたのを覚えています。 

 国民栄誉賞はこの世界記録を契機に当時の福田

赳夫内閣により誕生しました。王選手はその最初

の受賞者になりました。 

 

プロ野球の歴史－９ 巨人のＶ９（ＮＯ．１

８８０）（２０２５年２月１６日） 

 

 巨人のプロ野球９連覇は１９６５年（昭和４０

年）から１９７３年（昭和４８年）年に達成され

ました。 

 監督は川上哲治でした。牧野茂コーチに「ドジ

ャースの戦法」を学ばせ、勝利に向かってチーム

一丸となる戦いと守備の大切さを取り入れました。 

 他を寄せ付けない強さは日本の高度成長期と重

なっていました。子供の好きなものとして「巨人、

大鵬、卵焼き」と言われた時代です。ＯＮ（王、

長嶋）の全盛期とも重なっていました。そしてオ

イルショックによる高度成長の終焉と共に巨人の

圧倒的な強さも終わりました。 

 Ｖ９の歴史をたどっていきましょう。まず日本

シリーズからです。 

日本シリーズ 

  年  対戦相手 勝敗 日本シリーズＭＶＰ 

・１９６５ 南海 ４勝１敗  長嶋茂雄 

・１９６６ 南海 ４勝２敗  柴田勲 

・１９６７ 阪急 ４勝２敗  森昌彦 

・１９６８ 阪急 ４勝２敗  高田繁 

・１９６９ 阪急 ４勝２敗  長嶋茂雄 

・１９７０ ロッテ ４勝１敗 長嶋茂雄 

・１９７１ 阪急 ４勝１敗  末次利光 

・１９７２ 阪急 ４勝１敗  堀内恒夫 

・１９７３ 南海 ４勝１敗  堀内恒夫 

 ９連覇中３敗が１度もないという圧倒的な強さ

でした。 

レギュラーシーズン 

表彰選手 

・ＭＶＰ 王貞治  ５回 

     長嶋茂雄 ３回 

     堀内恒夫 １回 

・首位打者 王貞治  ４回 

      長嶋茂雄 ２回 

・ホームラン王 王貞治 ９回 

・打点王 王貞治  ６回 

     長嶋茂雄 ３回 

・沢村賞 堀内恒夫 ２回  
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     高橋一三 ２回 

・最多勝 堀内恒夫 １回 

     高橋一三 １回 

・防御率 金田正一 １回 

     堀内恒夫 １回 

・最多三振 高橋一三 １回 

トピックス 

・Ｖ１ 金田投手の最後の大活躍 

・Ｖ２ ルーキー堀内投手の開幕１３連勝 

・Ｖ３ 移籍高倉輝幸外野手の活躍 

・Ｖ４ ルーキー高田選手の活躍 

・Ｖ５ 金田投手の４００勝と引退 

・Ｖ６ 王選手の８年連続４０ホームランの世界

記録 

・Ｖ７ ４，５月１２連勝、Ｖ９での最速優勝 

・Ｖ８ ＯＮ以外で唯一の堀内投手のＭＶＰ 

・Ｖ９ 巨人阪神の最終戦で巨人逆転優勝 

 表彰選手を見てもＯＮがいなければ、巨人の９

連覇はなかったと思います。 

 長嶋選手はＶ１０がならなかった翌年１０月引

退しました。昨年が引退５０年の節目の年でした。 

 

プロ野球の歴史－１０ 沢村賞（ＮＯ．１８

８５）（２０２５年３月１０日） 

 

 打者の最高栄誉が三冠王とすれば、投手の最高

栄誉が沢村賞です。 

 沢村賞は戦前日本のプロ野球誕生の時期に活躍

し、三度応召され１９４４年に戦死した伝説の大

投手沢村栄治を記念して１９４７年に創設された

賞です。 

 １９５０年の２リーグ誕生後は、１９８８年ま

ではセ・リーグに限られていましたが、１９８９

年からセ・パ両リーグを通じて、その年最も活躍

した完投型先発投手に与えられることになりまし

た。 

 アメリカ・メジャーリーグのサイ・ヤング賞よ

り歴史は古く、サイ・ヤング賞がリリーフ投手も

含めていることに対し、沢村賞は先発型投手に限

られています。 

 選考基準が、登板数、完投数、勝利数、勝率、

投球回数、三振奪取数、防御率の７項目について

数字が決められています。ただ、今は投手の役割

が決まっていて投手の完投が少なくなり、勝利数

も減ってきています。必ずしも基準通りにはなら

ないようです。 

 選考委員会は途中で変更になりましたが、今は

先発投手ＯＢを中心とする５人の選考委員が受賞

者を決めることになっています。 

 受賞者は原則として年１名ですが、過去２回は

２名選ばれ、過去６回は該当者なしという年があ

りました。 

 歴史をひも解いてみましょう。 

最初の受賞者 

・別所昭  １９４７（南海）（１リーグ時代） 

パリーグ最初の受賞者 

・野茂英雄 １９９０（近鉄） 

３回受賞者 

・杉下茂  １９５１、１９５２、１９５４（中

日） 

・金田正一 １９５６、１９５７、１９５８（国

鉄） 

・村山実  １９５９、１９６５、１９６６（阪

神） 

・斎藤雅樹 １９８９、１９９５、１９９６（巨

人） 

・山本由伸 ２０２１，２０２２，２０２３（オ

リックス） 

２回受賞者 

・別所昭  １９４７（南海）、１９５５（巨人） 

・堀内恒夫 １９６６、１９７２（巨人） 

・高橋一三 １９６９、１９７３（巨人） 

・小林繁  １９７７（巨人）、１９７９（阪神） 

・上原浩治 １９９９、２００２（巨人） 

・斉藤和巳 ２００３（ダイエー）、２００６（ソ

フトバンク） 

・田中将大 ２０１１、２０１３（楽天） 

・前田健太 ２０１０、２０１５（広島） 

・菅野智之 ２０１７、２０１８（巨人） 

 １回の受賞者は省略します。 

 沢村賞の選考については不思議なことがいくつ

か見られます。１９８１年の受賞者は西本聖（巨

人）でしたが、ＭＶＰ，最優秀防御率、最多勝利

は江川卓（巨人）がとっています。江川卓は１９

８０年にも最多勝利でした。あれだけ実績を残し

た投手が沢村賞には１度も選ばれませんでした。 

 ２０２４年にはＭＶＰと最多勝利を菅野智之が

獲得しましたが、沢村賞は該当者なしでした。 

 選考委員による選考は、選考基準の数字だけで

なくほかの条件もあるのではないでしょうか。 


